
第6章京都大学吉田キャンパスの試掘調査

宇野降夫岡田保良

教養部エレベータ一新営予定地の試掘調査（AQ23 ・AN23 区）

教養部 A•D 号館にエレベーターを付設することが予定されたため，予定地に Sm × S

m の試掘坑 2 ケ所（TP1・2 ）を設定した（図版 1 48 a ・48b ）。現地表の標高は TPl が約56

m, TP2 が約 54m0 北京から南西に向かつてゆるやかに傾斜する。

居位と遺構 TPl では上から，表二l二，陪灰色土フ茶禍色土，陪褐色土，黄砂，黒褐色

砂，黒褐色土 W ，灰黒色土，黄褐色土という土居である（第42 図）。黒褐色土 I～E は黄砂

直上の部分的な堆積である。なお黄禍色二i二の下には白砂が50cm，式潟色シノレトが40cm堆積

して砂礁に至ることを確認している。晴灰色土から江戸後期，茶褐色土から室町後期，暗

褐色土から鎌倉時代，黒禍色土 I～E から平安後JgJ ，黒禍色土 W から弥生前月jの遺物が出

土した。遺稿は黄砂上面の土抗以外は検出できなかった。

TP2 では上から，表土，黄褐色lt1、I ' :it褐色綱砂，主招色砂 JI'

卜，白砂である（第45 図）。黄褐色

砂 Iから黄褐色砂E まではTPl の

黄砂iζ 対応するが，粘土分を多く

含む。検出した遺構は長褐色砂 I

を切る溝 SDl である（第44 図）。

断面が整った逆台形で深さ1. 2m, 

iμi;Jl. 7m ，底幅0.9m である。方向

は東西方向で真北から東へ約 2 0 

阪る。下層lこ黒褐色土， 1て居に暗

禍色土が堆積し，下層から平安末

期，上層から鎌倉前期を中心とす

る遺物が出土した。

遺物 Vl ～ 6 は弥生土器で

TPl 黒褐色土N から出土した（第

43 図，図版16-1 ）。 Vl ～ 3 は要。

Vl は口縁端部に友ljみ， V2 は口

fl在福色砂，責褐色シノレ
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第42 図 TPl 東壁のj員枕
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可。 o Q a o o oブ 縁部直下に 4条の箆( 
¥ 慧‘珪警：~護重4主主注込 描き沈線文， V3 は

「7
同じく 5条の箆措き

t¥ ；線文を施す。色調
V4 
はVl ・2が黒褐色で

J- I 外面lζ 煤が付着し，
ドヰ

V3 は淡褐色で煤の
V 5 。 10cm 付着がない。すべて

第43 図 T目黒褐色土町（第10 ／画）出土の弥生土器 胎土に砂粒を多く合

み， 焼成は良い。 これらは畿内第 I様式新段階i乙相当する。 V4 ・5 は口縁部に水平の面

取りを施す鉢形の土器である。 V4 は外面に 2枚貝による斜方向の条痕を，内而lこは撫で

を施す。 V5 は内外面に撫でを施すが，内面の撫でが粗雑である。色調はいずれも器壁表

面が明褐色で内部が黒褐色を呈する。胎土に砂粒を合み，焼成は良い。

V7 ～23 は TP2 i1 蒔SDl から出土した（第46 図，図版16 2）。 V7 ～12 ・22 ・23 がド居， V13

2 m 

第44 図 TP2 遺構平而

～17 およびVlS ～21 が上国からの出土

である。 V7 ～ 9・13 ～15 は土師器血，

VlO ・16 は糸切り底の土師器皿， Vll 

は瓦器［！日， Vl2 は白磁皿， V17 は瓦器

羽釜である。 VlS は巴文軒丸瓦。瓦当

外周 lζ 縄叩き目を施し，瓦当裏面に指

）王痕と丸瓦部の長u離浪を残す。 V19 は

雄巴文軒平瓦。 V20 ～23 は巴文軒平瓦。

V19 ～23 は瓦当と平瓦部が鈍角をなす。

V21 の平瓦部凸面には直線 2本からな

る箆記号を認める。 V24 は，ふいどの

羽口。工事中lこ採集した（図版16 2）。

以上のうち SDl 下層出土土器は 12 世

紀中～後葉，上層出土土器は13 世紀前

葉頃のものであるが，瓦はすべて12 世

紀中葉頃の製品である。
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第45 図 TP2 束監の層位

まとめ TPl 黒褐色土 W から畿内第 1様式新段階の弥生土器と条痕文土器が出土し

たが，この黒褐色土Wは，弥生前期末に堆積を開始する黄砂屈に厚く被覆される。条痕文

土器の出土例は愛知県味 11＠粕岩遺跡〔if£藤 67 〕，愛知県西志賀遺跡〔杉原・岡本61 〕，滋賀県

川崎遺跡〔滋賀県教委71J 等があるが， TPl 出土の条痕文土器は水神平皿式あるいは続水神
(1) 

平式と呼ばれているものに相当する。現在の知見では本遺跡がこの土器の分布の西端にあ

たる。今後このような出土例が増加すれば功生時代開始期の畿内と東海地方との関係や，

その中で京都盆地の占めた位置がより明らかになるであろう。

TP2 の南の吉田近衛町一帯は仁平元（1151 ）年に d巳羽法皇の后丙陽院藤原泰子の御堂御

所福勝院が造立されたと推定できる地である〔川上77 〕。 SDI より 12 世紀Lt I葉以後の遺物が

出土している点からみて， SDI は福勝院の北を限る描である可能性が最も強い。 ただし

この地は吉田社の旧社地にも比定されている〔福山77 〕。今回の調査では建物との関係が不

明であるため，その判断は今後の調査に待つ。 （宇野）
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第46 図 TP2 溝 SDl 出土の土器
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第47図剖査区域

2 本部構内排水ポンプ新営予定地の試掘調査（AT27 区）

予定地は旧工学部資源工学教室で，面積 150 ばである。現地形は標高約 57m で：南西に向

かつて緩やかに傾斜する。現在の建物の北に， 2 m ×2 m の試掘抗を 2 ケ所設定し， TPl ・

TP2 とした（第47 図，図版 1-50 a・50b ）。

層位と遺構 TPl の居位は上から表土，灰禍色土，茶褐色土，黒褐色士，主砂，黄褐色

砂，白砂，黄灰色砂，白色砂礁である（第48 図）。表土と灰褐色土と茶褐色土は江戸時代以

後の堆積であり，黒褐色土からは平安時代の遺物が小量出土した。黄砂以下からは造物が

出土しなかったが，黄灰色砂以下は弥生前期以前の堆積である乙とが判っている。 TP2 で

は TPl に堆積する土屈のうち，表土， j天禍色二k，黄砂を検出した（第49 図）。

TPl ・TP2 で黄砂を掘り込む溝 SDl ・SD2 を検出したが，両溝とも方位をn北から東
A 8 

へ約 70 振り，検出高も等しい。また溝の聞の黄砂上面

はしまっていて， TP2 では小礁を踏みしめた状態にな

っている部分が残っている。とのことからとの溝は，

南北方向で， l幅約 9.8m （芯芯）の道路の側溝である可
56 m 

能性が強い。 SD2 には上居lこ砂混J黒褐色土，下！員l乙黒

褐色土が堆積するが，下回上面から平安前期の遺物が

出土している。 SD2 を昨認するため TPl を京へ l m
1 表 i
2 /;I(払j色l 拡張したが，野査によって壊されていた。これは江戸
3 茶初色上
4 J長品j色士 1 m 後期］の耕作土である灰褐色土lこ伴うものである。また
5 員砂

合I割問色上 8 員！氏色砂 このほか， Ek 褐色土を掘り込んで江戸末期～明治則の
白砂 自千ITI砂傑

第48 図 TPl 南照の屑位 陶磁器を投棄した土坑 SKl を検出している。
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遺物 SD2 下層上面か

ら須恵器の杯と歪が出土した

（第50 図V25 ・26 ，図版16 3）。

杯は百台がなく，休部は，や

や丸味をもっ底部から直線的

。
57 m 

1 表土 2 ））（伺色上 3 貰｛沙
日 1m 

に立ちあがる。主主は両台を前 第49 図 TP2 北壁の！民位

失し，器高が口径lと比して低い。いずれも色調は灰青色で胎土に砂粒を含み，焼成はやや

悪い。要は「平城京発掘調査報告VII 」で斐C としているものにあたるが〔奈文研76 別表 6〕，

この種のものとしては末期的な特徴をもっ。年代は 9世紀後葉頃であろう。また SDl の

上に堆積する黒褐色土からは12 世紀頃の土師器細片が出土している。

このほか，灰褐色土と野壷および土坑 SKl から江戸後期～明治期の陶磁器，土師器，

瓦が出土した（図版16-3 V27 ～35 ）。

まとめ 今回の試掘調査により，平安時代の道路と推定できる遺構を検出した。調査

範囲が狭いため，その性格は必ずしも明らかではないが，いくつかの知見を得ることがで

きる。まず方位を東へ振る点は京大北部構内の遺構と共通し，南の京大病院遺跡で検出し

た平安後期のほぼ真北を指す道路〔京大調査会77 図版64 〕とは性格が異なる。また付近lこ現

存する白川道とも方位を異にする。本道路を北へ延長すると京都大学本部構内東北部に達

するが，乙こは杉山信三が吉田寺，吉田葬送地が及んでいると推定した地点、である〔杉山54〕。

今回検出した道路も ζれと関係する可能性が強い。ただし吉田守については，文献資料と

わずかの造物があるだけで，その実体が判っていない。本試掘地点の北東 1.3km には奈良

前期から平安中期にかけて存続した北白

に ノ川廃寺があり，また若狭へ通じる小浜街

道もこの付近を南北lこ通っていた可能性
(2) 

がある。本道路がこれらのうちどれと関

係するかの判断は今後の調査に待つ。

また江戸後期の造物が大量に出土した。

これは吉田神社や尾張徳川藩京屋敷と関

連する可能性があるが，江戸後期に遺物

の出土が増加するのは吉田キャンパスー 日 10cm

一一帯で生じる現象である。 野 第50 図溝 SD2 出土の須恵器
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3 工学部電気工学科等校舎新営予定地の試掘調査（AW28 区）

新営予定地内に 4 ケjfiの試掘坑 TPl ～4（各々 2 m ×2m, 図版 1 50 a～50 d）を設け

て，土居の堆積状況および遺稿：の有無を調査した（第51 図）。 TP1 ・2 は既設建物に平行して

東西同一線上にならび， TP3 ・4は各西壁と TP2 の東壁が南北方向の同一線上にのる。い

ずれの試掘坑においても，土居の遺存状態は良好である。各試掘坑の層序にはかなりの差

があり，居位の対応関係をみると，著しい加古去を有するh，が顕著で，かつては起伏に富

んだ地形を呈していたことがわかる。第 2 ・第 3 居は江戸後期以降の耕作土で， 明治20年

旧第三高等学校用地となるまで畑作がおこなわれていたことを物語る。 TP3 ではこれら

の属位の標高が他の試掘坑にくらべて lm 前後も低い。第4屑は TP3 のみにある無造物

居である。第5国からは TP3 をIjJ心に若干の遺物を出土しており，中世子｜ミから近世初頭

の堆積と考えている。第 6隔は大ぷりの礁の混じる ill 濫居，第 7屈は TP4 にのみ観察で

きる粗砂である。第 8 ）員は真っ黒なJ－居で， TPl では第 8 居から第12 屈まで漸移的に変化

する。第13 層以｜ごは粗砂乃至細砂である。第 6回以下から遺物は出土しなかった。

TP3 において， 第 5層を除去して， l療を合／らで固く 11 ［］きしめられた砂賀土を検出した。

以下斥さ 0.3ml まどの聞は，花！、牒や粘質土がそれぞれ薄くもよくしまって互層をなす（図版

16-4 ）。 ζれを， 長年にわたって人々に踏みしめられた路面の推移を示す居伎と考えてい

る。堆積の状態は北に高いゆるい傾斜をもっ地形を予想させる。その堆積の 1j1 から採集で

きた遺物はすべて細片であるが，平安時代に遡る確実な資料は見あたらない。この TP3 の

位置は，図上地点Aと地点Bとを結ぶ線上にあたる。地点A・Bは通称「山中越え」「白川道J

第51 図試掘坑位置図 第52 図 TPl ;lt壁の賠位
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環境保全センタ一重金属処理装置室新営予定地の試掘調査

一片寸一円1
－」2－ーイートベトベ
ト＿＿！＿4」ト~つ
~」 I 14 I 

・－＇亡己一五百
J三J
黒部4色上
3 '.I.¥J 氏色J・.

4 H音拭灰色iて

功、総色｜

此灰色砂際

1 iH l色料妙、
8 黒色I:

9 ）氏褐色！・.

10 H甘補色士

11 茶初色砂質 I:

12 i炎初色砂質土

W E 

日 1m 
レ一一ー一一一－一一一一一-cl

13 淡貨色料｛沙

14 寅灰色砂t!/1:
15 日月禍色砂

1s l'1eii沙

第53 図 TP3 （左）・ TP2 （中）・ TP4 （右〉の屑位
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「志賀越道jなどとよばれる古くからの往還路の切断点で，今回発見の路面跡がその通路に

あたる乙とはまちがいない。この道路の歴史は，『京都の歴史 1 Jによれば，平安京以前に

まで遡るとされるが， その点は確託を得ていない。また AB 間の切り取りは， 幕末l乙尾

張徳川藩京屋敷設置によるものであるが，その時期まで往還路として供されていた点につ

いては疑問がのこる。いずれにしろ今後の調査によってより正確な知見を得るであろう。

TP4 では耕作土居がみられない上jと， 土居の堆積は不安定な状況を呈しており， 最近

まで河川が暴れていたことを物語る。明治20 年測図の「京阪地方仮製地形図」には，三百キ

ャンパスの巾を，地点、A から地点B lと向かう小川を記しており， TP4 にみる流路がそれに

あたるのであろう。各試掘坑の居位の相対関係をみると，第 2，第 3，第10 ～12 層は TP2

において最も高い。結局 TP2 の位置が自然堤防上lとあって， その北側を流路が，南側を

往還道が走っていたことになろう。

乙の試掘調査の結果，旧街道とそれに並走する川筋の変遷過程について若干の新知見を

得た。そのため，本年度以降事前発掘調査をおこなう予定である。

4 環境保全センタ一重金属処理装置室新営予定地の試掘調査（AY25 区）

新営予定地の東南開と西北隅に各 1 ケ所， 2 m ×2 m の試掘坑（TPl ・2）を設けて試掘を

おこなった（図版 1 52 a ・52b ）。 TPl では，地表下約 0.6m までコンクリート塊やレンガ、

が詰まり，以下泥質を含む砂球（第 2 層）を介して黄砂となる（第54 図）。第 3～5 層と次



京都大学吉田キャンパスの試掘前五54 

郊に粒子の粗い北砂となるが，地表下約 2.2m あたりで

ζの再び粒子が細かくかっ白っぽい砂（第6居）となり，

上国lこはひとかかえ以上もある花尚岩塊がのる。黄砂と

ともに白川上流から運ばれてきたものと考えている。

TP2 では地表下約 0.2m で全面K ，花［社岩縁石を伴うレ

ンプ＇f：肢を検出して掘ドげ不能となったため，幅 l m で西

方に 2m 拡張したが，既設建物の掘方にあたり，何ら検

出することはできなかった。

この地区では比較的上位居から無遺物

（岡田）

以上のように，TPl 四壁の居位第54 図

遺構も遺物も発見できなかった。の砂層がみられ，

医学部附属病院西構内電気管埋設予定地の試掘調査（AI14 区ほか）

埋設予定地に沿って， 6 ケ）況の試担坑（各 2 m ×2 m ）を設定した（TPl ～6，図版 1一53 a 

～53 f) 。調査地点は現代の撹乱が多く，近世以前の堆積を観察できたのは TP5 ・6である

（図版 1-53 巴・53 f) 。

TP5 では地表下 1.5m までに第 1～ 3居の近・現代t居が堆積する。灰青色土（第4層）

はシ Jレト質の封i：積で，平安末～鎌倉初J~J の土師2B:細片を山土した。砂線（第 5 同）は砂行，

5 

TP6 では犀さ lm の表土を掘削すると砂礁に

達し，砂磯上面は椋百約 46m である。

以上の副査で：はi立格や良好な追物包含居を検出

遺物は出土しなかった。

しかし TP5 の灰青色土（第 4 居）できなかった。

から遺物が山土したことは，平安末期以後，鴨川I,

肖野川の流路がこの地点より西に移り，北東の京

大医学部遺跡や束の京大病院遺跡の遺構や造物包

含j起がこの付近に及んでいる可能性を示す。

（宇野）

一｜ 1 求上 1 4am 
F二工 一一一

察察認

花崩岩からなり，

TP5 京壁の屑位第55 図

〔注〕

奈良国立文化財研究所技宿1t1 村友1'!1 氏に御教ノf；をいただし、た。

(2) 足利鮎亮京古巨大学教養部助教授の御教示による。

『京都坊同誌』仁碓；／［こ15 〕lこは文久 2年設置，明治 3/,f 廃止とある。

）
 
1
 
（
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